
単位：千円

一般会計等の実質赤字額 -283,933 （黒字は－表示)

標準財政規模 4,965,110

連結実質赤字額 -1,129,870 （黒字は－表示)

標準財政規模 4,965,110

1,654,918 － 1,002,731

4,965,110 － 970,742

                                             

19,419,421 － 17,164,786

4,965,110 － 970,742

資金の不足額

事業の規模

財政の健全化判断比率及び資金不足比率は次のように算出されます。

　【３か年平均】
＝

　  H28年度   　 H29年度　　  H30年度

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－（特定財源＋元
利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

標準財政規模－(元利償還金・準元利償還金に係る基準財
政需要額算入額)

（ 16.38109 ＋ 16.42900 ＋ 16.32766  ） ÷ ３

○実質公債費比率
　【単年度(30年度)】

＝ ＝

○資金不足比率 ＝

＝

将来負担額－(充当可能基金額＋特定財源見込額＋地方債
現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）

標準財政規模－(元利償還金・準元利償還金に係る基準財
政需要額算入額)

○将来負担比率 ＝ 56.4

16.32766＝

＝

＝ 16.3

○実質赤字比率 ＝

＝

＝

＝○連結実質赤字比率


